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１．研究計画の概要

（１）シーア派イスラーム社会における聖地
巡礼という信仰形態の一表象について、日
本やキリスト教社会との比較社会史の視点
から深化・発展させる。

（２）イランを中心とするシーア派社会の中
での「イマームザーデ（＝イマームの子孫
の墓廟）」参詣について、歴史的観点から新
たなアプローチを試みる。

２．研究の進捗状況
（１）これまでに、キリスト教社会で最大規
模とされるサンティアゴ・デ・コンポステ
ーラ巡礼とローマ巡礼について重点的に調
査を行い、さらにアルメニア、グルジア、
ギリシアなどのカトリック以外のキリスト
教国の聖地巡礼について調査した。その結
果、アルプス以南とコーカサスに位置する
これらの地域では、イスラーム圏との直接
的な接触により、聖地巡礼のあり方に、イ
スラーム社会ときわめて似通った点がある
ことが明らかとなった。

シーア派社会の聖地巡礼については、当
該研究期間中に３回の招待講演を行い、う
ち２件は国際的なシンポジウムや研究会で
ある。このほか国内外の学会に積極的に参
加報告し、英語での論文が出版予定である。

（２）イランでの現地調査が行えていないの
で、イマームザーデ祠廟の立地や祠廟内に
掲示される縁起譚の確認がまったくできて
いないが、これまでに行った別の国での調
査により、「聖地」もしくは「巡礼地」の歴
史的な生成過程について、ある種の「法則」
を見出した。現在は、歴史研究として、イ
ランに数多くある祠廟を中心に、「聖地」の

生成過程を検討中である。
イランの祠廟については、２件の学会発表

を行い、その生成の時代的背景について検
討中である。

2010 年 1 月には、北海道大学大学院文学
研究科からの助成を受け、「シーア派社会と
聖地・聖廟――歴史学の視点から」題した
シンポジウムを企画・開催し、４名の報告
者と１名のコメンテーターを招聘し、本研
究代表者も報告を行った。
このほか、「聖地」から発展した宗教都市
について、辞典項目などの依頼原稿を数点
執筆しており、サファヴィー朝期イランの
シーア派信仰の根幹にかかわる学術論文で
は 2010 年に学会賞を受賞した。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
（理由）主にキリスト教（カトリックを中
心に）社会の様々な聖地巡礼を調査してお
り、シーア派もしくはイスラーム社会との
比較検討の最小限の材料は得られているた
め。

４．今後の研究の推進方策
今後は、日本を含めたアジア社会の聖地巡
礼を調査し、異なる地域社会・宗教コミュ
ニティの「巡礼」をより広範に比較検討し
ていきたい。さらに、「聖地」生成の歴史
的過程を明らかにするため、イランでの現
地調査の機会を設け、自身の仮説の裏付け
を試みる。ただし政治状況等により現地調
査が行えない場合は、歴史文献からのアプ
ローチを試みる。
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